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か
つ
て
大
熊
町
公
民
館
が
発
行
し
て
い
た
公
民
館

報
に
遺
族
の
声
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

上
野
留
雄
さ
ん

昭
和
20
年
４
月
12
日
、
沖
縄
周

辺
に
お
い
て
戦
死
。
20
歳
。

（
大
熊
町
戦
没
者
写
真
集
よ
り
）

「
全
世
界
の
平
和
を
」

戦
後
36
年
目
に
し
て
弟
留
雄
が
特
攻
隊
員
と
し
て

出
撃
の
様
子
を
戦
友
か
ら
知
ら
さ
れ
、
そ
の
感
想
を

こ
こ
に
記
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

弟
は
去
る
昭
和
20
年
４
月
11
日
夕
闇
せ
ま
る
こ
ろ

出
動
命
令
を
受
け
鹿
児
島
県
串
良
基
地
よ
り
同
じ
特

攻
機
に
高
橋
忠
元
二
飛
曹
と
、
戦
場
で
死
に
た
い
と

望
み
な
が
ら
破
傷
風
の
た
め
病
死
し
た
戦
友
の
分
骨

を
胸
に
抱
き
、
今
日
ま
で
に
私
達
遺
族
を
探
し
続
け

て
く
れ
た
元
陸
軍
大
尉
高
橋
三
徳
さ
ん（
長
崎
県
出

身
）は
じ
め
多
く
の
戦
友
達
に
見
送
ら
れ
沖
縄
海
上

に
出
撃
し
一
時
間
後
に
敵
艦
発
見
の
第
一
報
が
司
令

部
に
、
そ
し
て
一
番
機
こ
れ
よ
り
戦
艦
に
、
二
番
機

巡
洋
艦
に
と
次
々
と
敵
艦
隊
に
突
入
し
、弟
達
は「
只

今
よ
り
空
母
艦
に
突
入
致
し
ま
す
」と
報
じ
南
海
に

散
っ
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

私
自
身
戦
災
体
験
者
で
も
あ
り
平
和
の
大
切
さ
は

切
実
に
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
日
々
の
平
和
に
恵
ま

れ
て
い
る
現
在
戦
争
の
悲
劇
は
二
度
と
起
こ
ら
な
い

様
全
世
界
の
永
久
平
和
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

（
一
部
抜
粋
し
て
掲
載
。
公
民
館
報
１
１
７
号
、
昭

和
56
年
10
月
25
日
発
行
）

　
大
熊
町
は
、
令
和
７
年
度
大
熊
町
戦
没
者
追
悼
式
・
慰
霊
祭
を
10
月
10
日
に
開
催
し
ま
す
。

　
今
年
は
太
平
洋
戦
争
の
終
結
か
ら
80
年
。
２
０
２
０
年
に
町
が
復
刻
し
た「
大
熊
町
戦
没
者
写
真
集
」（
初

版
１
９
８
０
年
）
に
は
、
太
平
洋
戦
争
に
召
集
さ
れ
、
亡
く
な
っ
た
町
民
の
う
ち
１
８
９
人
の
略
歴
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
、
遺
族
の
話
を
基
に
大
熊
町
と
戦
争
を
振
り
返
り
ま
す
（
追
悼
式
の
詳
細
は
13

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

太
平
洋
戦
争
の
終
結
か
ら

太
平
洋
戦
争
の
終
結
か
ら
8080
年年

町
遺
族
会
顧
問
　
沢
原
善
男
さ
ん

（
沢
原
善
次
郎
さ
ん
の
長
男
　
大
川
原
・
83
歳
）

父
が
出
征
し
た
と
き
私
は
１
歳
半
。
母
の
お
腹
に

は
妹
が
お
り
ま
し
た
。
私
も
妹
も
父
の
記
憶
は
ま
っ

た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

沢
原
善
次
郎
さ
ん

昭
和
18
年
９
月
入
隊
、
満
州
に
て

終
戦
。
ソ
ビ
エ
ト
連
邦（
当
時
）イ

ル
ク
ー
ツ
ク
州
に
抑
留
さ
れ
、
昭

和
27
年
12
月
に
38
歳
で
病
死
。

（
大
熊
町
戦
没
者
写
真
集
よ
り
）戦争の記録を見る沢原さん

母
に
よ
る
と
、
父
は
ス
イ
カ
が
好
物
で
、
ス
イ
カ

や
ウ
リ
を
畑
で
作
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
赤
紙（
召

集
令
状
）が
来
た
と
き
も
、
井
戸
で
冷
や
し
た
ス
イ

カ
を
庭
で
家
族
と
一
緒
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

に
、
役
場
の
人
だ
っ
た
の
か「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」と
。
父
は
何
も
言
わ
ず
に
１
人
、
う
ち
の
中

に
入
っ
た
そ
う
で
す
。
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
ん
で
し
ょ

う
。
専
業
農
家
の
一
人
息
子
で
し
た
。

筆
ま
め
な
人
で
、
戦
地
か
ら
よ
く
手
紙
を
送
っ
て

き
ま
し
た
。
妹
の
名
前
も
、
手
紙
を
通
じ
て「
男
だ

っ
た
ら
、
女
だ
っ
た
ら
」と
伝
え
、「
豊
子
」と
名
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

私
は
幼
か
っ
た
の
で
、
戦
時
中
の
記
憶
は
あ
ま
り

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
Ｂ
29
の
怖
さ
は
覚
え
て
い
ま

す
。
グ
オ
ー
ン
っ
て
す
ご
い
音
が
す
る
ん
で
す
。
動

く
人
を
見
た
ら
機
銃
掃
射
さ
れ
る
か
ら
と
、
警
報
が

な
っ
た
ら
す
ぐ
に
、
家
の
裏
の
防
空
壕
に
逃
げ
込
む

よ
う
に
教
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。山
の
向
こ
う
か
ら
、

ド
ン
ド
ン
と
爆
弾
が
落
と
さ
れ
る
音
が
聞
こ
え
て
い

ま
し
た
。

父
親
の
い
な
い
戦
後
は
つ
ら
か
っ
た
で
す
。
家
族
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特集 太平洋戦争の終結から 80 年

父の肖像画を持つ沢原さん

沢原善次郎が娘豊子に宛てた
満州からの手紙

大
熊
町
慰
霊
碑

昭
和
34（
１
９
５
９
）

年
９
月
、
遺
族
ら
の

陳
情
を
受
け
、
大
熊

町
下
野
上
の
大
野
公

園
に
建
立
。
同
年
10

月
15
日
、
除
幕
式
と

慰
霊
祭
が
開
か
れ
た
。

石
碑
裏
面
に
は
、
日

清
戦
争
か
ら
太
平
洋

戦
争
ま
で
の
戦
没
者

の
名
前
が
刻
ま
れ
て

い
る
。
写
真
は
１
９

６
５
年
の
慰
霊
祭
の

様
子
。

は
祖
父
母
と
母
、
私
、
妹
の
５
人
。
私
は
小
学
３
年

生
く
ら
い
か
ら
農
作
業
を
手
伝
い
、
中
学
生
に
な
っ

て
か
ら
は
、
朝
４
時
に
起
き
て
馬
の
飼
葉
を
刈
り
ま

し
た
。
学
校
が
終
わ
っ
た
ら
ま
た
農
作
業
。
女
手
一

つ
で
家
を
支
え
る
母
を
助
け
た
か
っ
た
し
、
一
人
息

子
な
の
だ
か
ら
家
を
守
る
と
い
う
気
持
ち
も
あ
り
ま

し
た
。
当
時
は
、
母
に「
あ
あ
、
助
か
っ
た
」と
言
っ

て
も
ら
え
る
の
が
、
一
番
う
れ
し
か
っ
た
。
雨
漏
り

す
る
茅
葺
き
の
家
で「
い
つ
か
瓦
屋
根
の
家
に
住
ま

せ
る
か
ら
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

昭
和
30
年
代
に
入
っ
て
、
ソ
連
抑
留
で
父
と
一
緒

だ
っ
た
と
い
う
方
が
北
海
道
か
ら
訪
ね
て
き
て
、
家

紙
は
一
つ
も
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ロ
シ
ア
に
は
４
回
行
き
ま
し
た
。
遺
骨
を
掘
り
起

こ
す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
父
が
眠
る
地
に
行

く
と
安
心
す
る
ん
で
す
。
父
か
ら
は
愛
情
し
か
感
じ

て
い
ま
せ
ん
か
ら
。
手
や
背
中
の
温
も
り
は
知
り
ま

せ
ん
が
、
手
紙
か
ら
父
の
愛
情
だ
け
は
受
け
取
っ
て

い
ま
し
た
。

★
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
に
一
言

戦
後
の
小
学
校
で
は
、
弁
当
は
麦
と
コ
メ
が
混
ざ

っ
た
飯
に
芋
や
カ
ボ
チ
ャ
を
炊
き
込
ん
で
増
量
し
た

も
の
で
し
た
。
そ
れ
す
ら
用
意
で
き
な
い
家
で
は
、

蒸
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
持
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。
お

な
か
一
杯
と
い
う
こ
と
は
常
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

ね
。
衣
食
住
が
そ
ろ
っ
て
平
和
で
あ
る
こ
と
は
決
し

て
当
た
り
前
で
は
な
い
と
、
若
い
方
に
は
知
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

族
で
話
を
聞
き
ま
し

た
。
父
は
重
労
働
の
中

で
衰
弱
し
て
い
っ
た
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
家

族
の
話
を
し
て
い
た
そ

う
で
す
。「
よ
く
ご
家

族
に
お
手
紙
を
書
い
て

い
ま
し
た
」と
聞
き
ま

し
た
が
、
抑
留
中
の
手
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TOWN TOPICS
−まちの話題−

８月７日、ゆめの森児童クラブを対象に、福島大学
との共同事業として音楽体験イベントが開催されまし
た。震災前、文化センターにあったスタインウェイグ
ランドピアノを福島大学の音楽棟に預かっていただい
ているご縁から実現されたもので、当日は福島大学へ
出向き、学生による音楽コンサートやピアノを解体し
て仕組みを知るワークショップなどが開催されまし
た。預けているグランドピアノで、ゆめの森の校歌が
演奏されると、部屋中が元気な声に包まれました。

縁がつなぐ音と学び
学生音楽コンサートとピアノワークショップ

町文化センターにあったピアノを演奏する児童たち

岐阜県の高校生が手作りした絵本が８月８日、
町立学び舎ゆめの森に寄贈されました。受け取っ
た園児たちは、さっそく絵本を開き、楽しそうに読
んでいました。

絵本は岐阜県立大垣東高校のボランティアサー
クルが作成。同高では、2006 年から手作り絵本を
海外に送る活動をしており、2011 年以降は東日本
大震災の被災地にも寄贈を続けてきました。

絵本は一つひとつ、生徒たちが話を考え、絵を
描き、製本したもの。仕掛けなどの工夫も凝らされ、
受け取った子どもたちは「くまさんがいるよ！」な
どと歓声を上げながら、絵本に見入っていました。

手作りのぬくもり感じる　岐阜県の高校生から手作り絵本のプレゼント

１絵本を手に記念撮影
に収まる園児たち
２先生の読み聞かせに
聞き入る園児たち

藤咲流松寿会の舞踊発表会が８月 24 日、い
わき市の芸術文化交流館アリオスで開かれまし
た。

藤咲流創立 70 周年となる今年は、「絆　舞う
～なかま達と共に～」をテーマに、さまざまな
舞踊や演歌を披露。プログラムの最後に、大熊
町イメージソング「思い直して」や「日隠れ音
頭」を披露し、多くの観客を魅了しました。

吉岡健太郎副町長が「日々芸の道に精進され
ている皆さまが、手を取り支え合いながら演舞
されている姿は、地域の活力として復興への力
になると確信をしております。」と、あいさつ
しました。

日々の成果を晴れの舞台で　藤咲流松寿会

そろいの衣装で華麗な舞を披露した出演者ら

1

2
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産経新聞が主催する「スイーツ甲子園 ふく
しまチャレンジカップ」の決勝大会が８月 24
日、Ｊヴィレッジで開催されました。

この大会は、東日本大震災と原子力災害から
の復興に取り組む福島を、スイーツの力で応援
するため３年前から開催されている企画で、当
町をはじめとする４つの町（大熊町・楢葉町・
広野町・富岡町）のそれぞれの特産品をテーマ
に、全国の高校生たちがスイーツづくりの腕を
競いました。

決勝戦には、全 500 以上の中から書類審査を
通過した 12 チームが進出。各町の特産品を使

い、見た目も味も工夫されたオリジナルスイー
ツを披露しました。審査では、味や見た目のほ
か調理の過程が評価されました。

審査の結果、キウイフルーツ部門の大熊町賞
の最優秀賞には、国際 TBC 調理・パティシエ
専門学校の黒﨑翔太さんが選ばれました。

黒﨑さんには、初回からキウイ部門の審査を
担当している「メゾンジブレー」の江森宏之シェ
フと一緒に、来年２月に東京都内で開かれる「ふ
くしまスイーツフェスティバル」で販売するス
イーツを開発するチャンスが与えられました。

各町の特産品を使ったスイーツで高校生が熱戦
スイーツ甲子園 ふくしまチャレンジカップ

大熊中央産業拠点への進出が決まった報徳バ
スとの立地協定書の調印式が、８月 27 日、大
熊町役場の町長室で行われました。

式では、報徳バスの佐藤慶直代表取締役と吉
田淳町長が協定書に署名し、今後の事業展開や
協力について確認しました。

報徳バスは、東日本大震災後、原発の廃炉作
業に携わる事業者の送迎事業を町内で行ってき
ました。

大熊中央産業拠点に立地することで事業の効
率化やＪＲ大野駅を発着点とする新たな路線
サービスの展開も検討しています。

今回の協定には、災害時に住民の避難輸送を
行う「災害協定」も含まれており、地域の安全・
安心への貢献も期待されています。

調印式で佐藤代表取締役は「大熊で地に足の
着いた商いをしていき、新しい公共交通のあり
方などを町と一緒に行っていきたい」とあいさ
つし、今後の連携に期待を寄せました。

町内の交通利便性向上へ寄与　報徳バス立地協定書調印式

協定書を交わす佐藤社長（右）と吉田町長

１大熊町賞を受賞し、記念撮影に収まる
黒﨑さん（中央）
２作品作りに集中する黒﨑さん
３大熊町賞を受賞した作品1 2

3
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埼玉県の「ピースフルコンサート越谷実行委員会」
さまが、チャリティーコンサートで集めた寄付金を町
に義援金として寄贈してくださいました。同委員会は
毎年８月にチャリティコンサートを開き、東日本大震
災の被災地支援のために収益を全額寄付されています。

８月 29 日、代表の山本誠一郎さまが町役場を訪れ、
吉岡健太郎副町長に義援金を手渡しました。ありがと
うございました。

ありがとうございます
ピースフルコンサート越谷さまから思い受け取る

吉岡副町長に寄付金を手渡す山本代表（右）

原再生賃貸住宅で 8 月 24 日、住民交流イベ
ント「u

う っ ち ゃ こ

cchaco!」の夏の催しが行われました。
「ucchaco!」は、地域住民らが顔を合わせ、

つながりを深めることを目的に、定期的に開か
れているイベントです。今回は夏ならではの企
画がそろい、にぎやかな 1 日となりました。

イベントではまず、子どもたちによる水合戦
が行われ、元気な声が住宅地に響きました。続
いて、スイカ割りやスイカの種飛ばし競争では、
参加者たちが笑顔でチャレンジしました。

夕方には手持ち花火や噴出花火で楽しみ、家
族連れを中心に多くの人でにぎわいました。夏

の終わりを感じながら、住民同士のつながりを
深める良い機会となりました。

原再生賃貸住宅で夏イベント開催　住民同士の交流深める催しに笑顔あふれる

手持ち花火を楽しむ子どもたち

町総合教育会議が８月26日に開催されました。
会議では町が整備を進めている学校給食施設に

ついて協議が行われました。
本施設は学び舎ゆめの森の給食を含む最大 500

食を提供できる設備を有しており、令和９年の開
所を予定しています。

教育委員からは地産地消への取り組みや食育へ
の活用方法などについて意見が出されました。

大野幼稚園跡地に学校給食施設
総合教育会議

１開会のあいさつをする吉田淳町長
２大熊町学校給食施設の整備イメージ

1

2
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大正 14 年８月７日生まれの菊池ヤスヨさんが、
８月７日に満百歳を迎えられ福島県知事からの賀寿
の贈呈式が入所している施設で行われました。式で
県知事の賀寿が寅磐進相双保健福祉事務所長から贈
呈され、町からは特別敬老祝金が吉岡健太郎副町長
から贈呈されました。また施設から花束が贈呈され
ヤスヨさんは元気に「ありがとうございます」とお
礼を言っていました。

同日には、満百歳になられた赤井ナツイさんも、知
事の賀寿と町からの特別敬老祝金が贈呈されました。

ご家族らと一緒に記念撮影に収まる菊池さん（中央）

大熊町都市計画審議会の委員として平成 20 年
からの長年にわたり、町のまちづくりに貢献して
きた池田政典さん、鈴内章一さん、山本千代子さ
んが８月５日、令和７年度の「都市計画事業功労
者」として県都市計画協会から表彰されました。

今回の表彰は、15 年間にわたり都市計画事業
に尽力されてきた功績が評価されたものです。と
くに、平成 23 年の東日本大震災以降の復興期に
おいては、震災前の町の姿をふまえながら、将来
を見すえた新たなまちづくりに大きな役割を果た
されました。

委員の方々は、住民の皆さんの生活再建や、安
全で安心して暮らせる町を目指し、都市計画の立
案や見直しに熱心に取り組まれてきました。そう
した継続的な努力が、今回の表彰という形で認め
られました。

大熊町都市計画審議会の委員３人が表彰　都市計画事業功労者

長年の功績に表彰を受けた（左から）池田さん、鈴内さん、山本
さん

大正 14 年８月 17 日生まれの金子久子
さんが、８月 17 日に満百歳を迎えられ、
福島県知事からの賀寿の贈呈式が入所して
いる施設で行われました。式では県知事の
賀寿が寅磐進相双保健福祉事務所長から贈
呈され、町からは特別敬老祝金が吉岡健太
郎副町長から贈呈されました。

吉岡副町長から祝金を受け取る金子さん（右）

祝 百 歳 賀 寿
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TOWN TOPICS −まちの話題−

８月の毎週金曜日に、駅の西側にある
「CREVA おおくま」と「クマ SUN テラス」で
ビアガーデンが開かれました。

22 日には、クマ SUN テラスの中央広場で有
志の人たちによるミニライブが行われ、29 日に
は、CREVA おおくまの３階にあるテラスで、
バーテンダーの近藤佳穂さんが１日だけ「Bar 
mauve（バー・ムーヴ）」を開きました。

町の中には、お酒を楽しめる場所があまりあ
りません。そのため大人たちにも夏を楽しんで
もらいたいと、駅西の管理をしている「BTC
合同企業体」がこのイベントを企画しました。

クマ SUN テラスにあるお店のテイクアウトメ
ニューと一緒に、ビールやカクテルを楽しむ人
たちの「かんぱーい！」という声が広場に響い
ていました。

大人なひとときを駅西で　クレバビアガーデン

CREVA おおくま３階のテラスで一夜だけオープンした Bar mauve

大熊町放課後児童クラブに在籍する子どもた
ちが８月６日、自分たちで準備した手作りの縁
日を linkる大熊で開催し、地域の住民や認定こ
ども園の園児たちを出迎えました。

この縁日は、子どもたちが主体となって計画・
準備を行い、クラブを利用していない人たちに
も楽しんでもらおうと企画されたものです。当
日は、綿あめづくり体験や景品がたくさんの射
的、手作りのクレーンゲームなどのブースが並
び、にぎやかな雰囲気に包まれました。

訪れた園児たちは、少し年上の子どもたちの
呼びかけに応じてゲームを楽しみ、景品を手に

して笑顔を見せていました。保護者や地域の人
たちも会話を交わしながら、温かい交流の場と
なりました。

子どもたちが手作り縁日でおもてなし　おおくまこどもなつまつり

射的ゲームで景品に狙いを定める子どもたち

８月２日に linkる大熊で「臨時総会＆
ニュースポーツ大会」を開催し、28 人の方
に参加いただきました。

臨時総会では、「大熊町里山協議会の加入
について」趣旨説明を会員の Oriai 谷田川さ
んが行った後、鈴木照重議長の裁決の呼びか
けに、拍手をもって承認されました。

ニュースポーツ大会では、カローリング、
ボッチャ、輪投げをチーム戦で競いました。
上位２チームが同点で決勝戦は輪投げ決戦を
おこない、緑チームが優勝に輝きました。

おおがわら会町民掲示板 各地のコミュニティ団体や行政区、同級会など、町民の皆さまからのお便りです。
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　町は、８月７日に双葉町と合同で伊藤忠彦復興大臣をはじめとした政府関係省庁と与党東日
本大震災復興加速化本部に対して町の復興・再生に向けた要望活動を行いました。
　大熊町からは、吉田淳町長、仲野剛議長が参加し要望書を手交しました。

要望活動 大熊町・双葉町の
復興等に向けた重点要望について

政府・
与党への

要望

１．拠点区域外の避難指示解除に向けた取組の実施
２．復興のスタートに立つ両町への重点的サポート
３．福島第一原子力発電所の廃炉を担う東京電力への監督・指導
４．中間貯蔵施設の安全管理及び最終処分場等の確保

自民党への要望書手交 復興庁への要望書手交

　８月 30 日、恒例の「なつ祭り」が町役場前広場で盛大に開催され、
延べ 2,300 人以上の来場者でにぎわいました。コミュニティづくり実行委員会の主催。
　会場には東京大学や福島高専の学生たちによる体験ブースや、さまざまな飲食メニューを提供す
る地元企業のキッチンカーなどが並び、子どもから大人まで多くの笑顔が見られました。
　昨年の夏まつりで初披露された「たにし踊り」が再登場。大川原や町役場の有志らが手作りの衣
装をまとい、宗像宗之実行委員長の歌に合わせ、舞を披露しました。
　また、各行政区のお囃子の演奏や仮装盆踊りが行われ、観客を楽しませました。
　まつりの締めくくりには、音楽に合わせて花火が打ち上げられ、夜空に大きな花を咲かせました。
夏の終わりを告げるその光景に、訪れた人々は見入っていました。

みんなでつくる夏の彩り
なつ祭り in おおくま 2025

１まつりを締めくくった花火　２羊と触れ合う来場者
３スーパーボールすくいに挑戦したまあちゃん

４太鼓を教わる子ども　５仮装盆踊りで入賞した皆さん1

2

4 5

3

まちづくり公社
YouTube

大熊町写真館
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【活動内容】
６月末に東京から移住しました鈴木守

です。子どもの頃から長い休みは母親の
故郷である郡山で過ごし、成人してから
も福島に就職した友人宅をよく訪れ福島
には非常に愛着がありました。前職はテ
レビ番組のディレクターだったのでその
経験を活かし、他にはない大熊町の魅力
を発掘し多くの人々に知ってもらえれば
と考えています。

鈴木　守
【受け入れ企業】
一般社団法人おおく
ままちづくり公社

【担当】
地域におけるにぎわ
いや交流機会の創出

【活動内容】
いつもお世話になっております！昨年

6 月に大熊に来て以来、大川原にお住い
の皆さんやコミュニティ団体の皆さんを
中心に、イベントを通じてコミュニティ
継続のお手伝いをしています。日々皆さ
んに大熊のことをたくさん教えていただ
き楽しく毎日を過ごしています。どこか
でお会いした際は気軽にお声がけくださ
い～！

藤井　雅
【受け入れ企業】
一般社団法人おおく
ままちづくり公社

【担当】
町内外のコミュニ
ティ形成支援

コミュニティ再構築や町内住民の見守り・ケア、地域活性化支援などを通して、
東日本大震災からの復興を手伝ってくれている復興支援員。
そんな支援員の日々の業務をちょっとのぞいてみませんか？

今回は鈴木守さん、藤井雅さん、遠藤佳南子さんをご紹介します。

移住に関する
情報

まちづくり公社
に関する情報

【活動内容】
2023年9月から大熊町復興支援員としてふるさと絆づくり事業を担当。主に避難先・

町内コミュニティ支援、おおくまコミュニティづくり実行委員会事務局として、それぞ
れの地で「ふるさと大熊」を通してゆるくながくつながりを保つ活動をサポートしていま
す。たくさんの人が大熊とつながり、この地で人生を過ごす人が増えることが目標です。

遠藤 佳南子
【受け入れ企業】
一般社団法人おおく
ままちづくり公社

【担当】
町内外のコミュニ
ティ形成支援

イベントの計画を練るコミュニティ担当の３人
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OIC はどなたでも無料で利用できます。居合わせた人と話したり、本や新聞を読んだりすることができる交流スペースから、
静かな場所で作業に集中したいときに利用できるコワーキングスペースまで、さまざまな部屋があります。ぜひお気軽にご
来館ください！

Ｌ７（エルセブン）
今回は、入居企業インタビュー第 51︎

社目として、Ｌ７をご紹介します。代
表の野田翔一郎さんにお話を伺いまし
た。

野田翔一郎さんは大手外資系コンサ
ルティング会社のPwCを経て独立し、
浜通りに移住してコンサルティング会社のＬ７を立ち上
げました。Ｌ７の主な事業内容は、政府や企業に対する
調査分析・戦略立案の支援と共同プロジェクトの推進で
す。具体的には経済産業省や関係機関などの浜通りにお
ける産業振興や交流人口拡大を支援しています。また統
計解析が専門分野のひとつのため、福島県庁のデータ分
析に関するアドバイザー業務もしています。

コンサルティング業では地元住民としての目線を活か
して、より現実的かつ地域内に直接的なメリットが生ま
れることを意識して取り組んでいます。

現在は家族と共に富岡町に移住し、１年前に土地を購
入して家を建てたとのこと。趣味は自転車（ロードバイ
ク）で、自転車コミュニティ「福島チャリ部」にも参加し
ているほか、双葉郡に自転車店がないためサイクリスト
向けの拠点も整備中です。10 月には自転車店の「Turtle 
Cycle」を開業予定で、その後は自転車フィッティング
施設「Rabbit Lab」や、一般客向けのカフェなどを整備
して、サイクリストや地域の方々が集まりたくなる拠点
を作っていきます。

野田さんいわく、コペンハーゲンで行われた研究によ
ると、仮に大野駅～大熊インキュベーションセンターの
往復４ｋｍを１年間乗り続けると１人あたり約 25,000 円
の医療費削減効果があるとされており、自転車に乗るこ
とで健康増進効果も見込めるんだとか。

野田さんは「もっと気軽に自転車に乗る文化を作って
いけたらと思っています。

皆さん一緒に自転車に乗りましょう！」とのメッセー
ジをいただいています。

　2022 年 7 月に開所した大熊インキュベーションセンター（OIC）には、現在 120 社以上の企業が入
居しています。大企業から起業準備中の大学生までが入居し、業界・業種もさまざま。毎日にぎわって
いる OIC の魅力をお伝えするため、OIC 広報担当が公式 HP「OIC 入居者紹介」の中から「どのような企
業が利用しているのか」「どのような人と会えるのか」などをご紹介します。

入居者紹介　OICってどんなところ？利用者インタビュー

日本臨床統合医療学会
次にご紹介するのは日本臨床統合医

療学会です。理事長補佐の沢里朱音さ
んにお話を伺いました。

日本臨床統合医療学会は、薬物療法
や手術などの西洋医学だけでなく、ラ
ドン療法や漢方、食事療法などの補完
代替医療も組み合わせ、患者一人ひとりにとって最適な
治療法を臨床の現場に取り入れることを目指しています。
補完代替医療は海外では効果が認められているものの、
日本では保険適用外で、まだ広く浸透しているとは言え
ません。そのため、科学的根拠や臨床データに基づき、
正確な情報を発信しています。

沢里さんは高校卒業後に渡米し、医療系生物学を専攻。
医療通訳や製薬関連、ワクチン研究チームなど、多様な
医療現場を経験しました。帰国後、知り合った医師と共
に学会を設立。大熊町を拠点に選んだ背景には、ヨーロッ
パでは保険治療として認められる「ラドン療法」への着目
があります。海外で暮らす中で、福島の放射能に対して
根拠のない悪いイメージが広がっていることを実感し、
医療の知識をもって安全性を数字と根拠で示したいと考
えるようになったといいます。そうした思いを胸に、こ
の地から活動の輪を広げていく計画です。

学会では年 1 回の学術総会や定例研究会を開催し、
医師や研究者、学生会員と共に研究を進めています。大
熊町でも講演会を実施し、約 60 人が参加。今後は講演
会や学術会をさらに充実させ、OIC 入居企業や地域団
体と連携しながら、国内外への情報発信を強化していく
予定とのことです。
「福島は “ 家族じゃない家族 ” のような存在」と語る沢

里さん。帰国後初めて訪れた地で出会った、垣根のない
温かな人々とのつながりが、活動の大きな原動力になっ
ているそうです。

全文はこちらから全文はこちらから大熊インキュベーションセンター
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大
熊
町
か
ら
の

お
知
ら
せ

内内容 時日時 場会
場 対対象 費費用 持
持ち物 定定員 申申し
込み方法 期申し込み
期限 問問い合わせ先 
☎電話番号 FAXファ
クス メールアドレス 
WEB ウェブサイト

大
熊
町
定
額
減
税
補

足
給
付
金
（
不
足
額

給
付
）
に
つ
い
て

■
制
度
概
要

令
和
6
年
度
、
納
税
義
務
者
お
よ
び

扶
養
親
族
等
1
人
に
つ
き
4
万
円（
所

得
税
3
万
円
、
個
人
住
民
税
1
万
円
）

の
定
額
減
税
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
減
税
額
が
所
得
税
・
住

民
税
額
を
上
回
り「
減
税
し
き
れ
な
い

と
見
込
ま
れ
た
方
」に
、
見
込
額
を
も

と
に
調
整
給
付
金
を
支
給
し
ま
し
た
。

確
定
申
告
等
で
令
和
６
年
中
の
収
入

や
扶
養
状
況
が
確
定
し
た
た
め
、
改
め

て
定
額
減
税
額
を
再
計
算
し
、
令
和
６

年
度
調
整
給
付
金
と
の
差
額
が
不
足
し

て
い
る
方
に
不
足
額
給
付
を
行
い
ま
す
。

補
助
・
助
成

■計算方法

①所得税分 所得税の定額減税可能額（※ 1）－令和 6 年分所得税額

②住民税分 住民税の定額減税可能額（※ 2）

－ 令和 6 年度個人住民税（所得割額）

①と②を合計し、１万円単位に切り上げた額が調整給付金額となります。
※１　所得税分定額減税可能額＝３万円

×（納税義務者＋同一生計配偶者＋扶養親族［16 歳未満含む］）
※２　住民税分定額減税可能額＝１万円

×（納税義務者＋同一生計配偶者＋扶養親族［16 歳未満含む］）

対
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
が
対

象
で
す
。

①
令
和
７
年
度
個
人
住
民
税
の
課
税
主

体
が
大
熊
町
の
方

②
再
計
算
の
結
果
、
令
和
６
年
度
調
整

給
付
金
よ
り
不
足
額
が
生
じ
た
方

③
合
計
所
得
金
額
が
１
，
８
０
５
万
円

以
下
の
方

※
調
整
給
付
金
額
が
不
足
額
給
付
金
額

を
上
回
る
場
合
は
対
象
外
で
す
。

申
給
付
対
象
と
見
込
ま
れ
る
方
に
、
8

月
25
日（
月
）か
ら
確
認
書
を
送
付
し
て

い
ま
す
。

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
10
月
31
日

（
金
）ま
で
に
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

令
和
6
年
1
月
2
日
以
降
に
町
へ
転

入
さ
れ
た
方
は
、
前
住
所
地
の
自
治
体

へ
税
額
照
会
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
も

と
に
判
定
し
ま
す
。

一
部
自
治
体
で
は
対
象
者
が
多
く
、

回
答
ま
で
時
間
を
要
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課　
福
祉
係

☎︎
０
２
４
０（
23
）７
１
９
６

除
染
が
完
了
し
た
敷
地（
宅
地
）

の
線
量
調
査
に
ご
協

力
く
だ
さ
い

避
難
指
示
解
除
区
域
内
の
、
宅
地
の

放
射
線
量
調
査
に
ご
協
力
し
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
町
の
測
定
は
環
境
省
の
定
点
測
定
と

違
い
面
的
に
行
う
た
め
、
よ
り
詳
細
な

測
定
が
可
能
で
す
。
少
し
で
も
放
射
線

に
関
す
る
不
安
の
解
消
、
ホ
ッ
ト
ス
ポ

ッ
ト
発
見
に
よ
る
再
除
染
な
ど
環
境
把

握
と
改
善
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
調
査
区
域
お
よ
び
件
数

　
避
難
指
示
解
除
区
域
40
件

■
募
集
条
件

環
境
省
の
除
染
作
業
で
敷
地（
宅
地
）

の
除
染
が
完
了
し
て
い
る
こ
と

期
11
月
14
日（
金
）ま
で

※
調
査
件
数
に
達
し
た
場
合
は
、
お
断

り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
電
話
で

問
環
境
対
策
課　
廃
炉
・
放
射
線
対
策

係☎︎
０
２
４
０（
23
）７
８
２
３

お
願
い



13 広報おおくま　2025.10.１

令
和
７
年
度
大
熊
町

戦
没
者
追
悼
式
・
慰

霊
祭
を
開
催
し
ま
す

時
10
月
10
日（
金
）午
前
10
時
～

場
ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
る
大
熊

　
（
大
川
原
字
南
平
１
２
０
７

－

１
）

対
ど
な
た
で
も

問
福
祉
課　
福
祉
係

☎︎
０
２
４
０（
23
）７
１
９
６

ら
く
ら
く
窓
口
証
明

書
交
付
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
し
ま
し
た

住
民
税
務
課
お
よ
び
各
出
張
所
の
窓

口
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用

し
簡
単
な
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
の
操
作
を
す

る
だ
け
で
、
証
明
書
が
取
得
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
申
請
書
の
記
入
や
本
人
確
認
書
類
の

提
示
は
不
要
で
、
コ
ン
ビ
ニ
に
設
置
さ

れ
て
い
る
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
と
同
様
の

操
作
で
証
明
書
が
取
得
で
き
ま
す
。

　
操
作
方
法
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、

お
知
ら
せ

職
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
の
で
気
軽
に

お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

対
本
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方

■
取
得
で
き
る
証
明
書

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
で
取
得
で

き
る
証
明
書
と
同
様

・
住
民
票
の
写
し

・
印
鑑
登
録
証
明
書

・
戸
籍
謄
抄
本
お
よ
び
附
票
の
写
し

（
本
籍
地
が
大
熊
町
の
方
の
み
発
行
可
）

・
所
得
課
税
証
明
書

費
通
常
の
手
数
料
と
同
様

問
住
民
税
務
課　
住
民
係

☎︎
０
２
４
０（
23
）７
１
４
６

ク
マ
の
出
没
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

現
在
、
浜
通
り
地
域
全
体
に「
ツ
キ

ノ
ワ
グ
マ
出
没
注
意
報
」が
発
令
さ
れ

て
い
ま
す
。
屋
外
で
作
業
を
行
う
際
は

鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
の
音
の
な
る
も
の
を

携
帯
し
、
ク
マ
と
出
会
わ
な
い
た
め
の

対
策
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

期
12
月
15
日（
月
）ま
で

問
農
業
振
興
課　
農
政
係

☎︎
０
２
４
０（
23
）７
１
３
７

下野上地区一団地の復
興再生拠点市街地形成施
設事業の基盤整備工事お
よび道路等工事のため通
行止めを行っています。
通行の際は、現地の案内
看板等をご確認くださ
い。

問 UR 都市機構　東北震
災復興支援本部　大熊復
興支援事務所
☎ 0246（38）8127
問復興事業課　建設係
☎︎ 0240（23）7019

基盤整備工事に伴う 10月の通行止め箇所について

■ 10 月の通行止め箇所図

【凡例】
■：通行止め
■：片側交互通行
　　：歩行者専用通路
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「
二
十
歳
の
成
人
式
」

の
開
催
会
場
が
変
更

に
な
り
ま
し
た

広
報
お
お
く
ま
８
月
１
日
号
で「
二

十
歳
の
成
人
式
」の
開
催
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
開
催
会
場
が
次

の
よ
う
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
開
催

日
時
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

変
更
前　
学
び
舎
ゆ
め
の
森

変
更
後　
ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
る
大
熊

（
大
川
原
字
南
平
１
２
０
７

－

１
）

問
生
涯
学
習
課　
社
会
教
育
係

☎︎
０
２
４
０（
23
）７
１
９
４

	

子
育
て
世
帯
向
け

賃
貸
住
宅
の
入
居
者

を
募
集
し
ま
す

■
物
件
に
つ
い
て

２
階
戸
建
て
住
宅（
平
成
19
年
築　

熊
字
新
町
69
）／
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ
：
１
戸
／

月
額
：
10
．
０
万
円（
駐
車
場
２
台
分

含
む
）ペ
ッ
ト
可（
要
審
査
）

・
大
熊
町
定
住
促
進
賃
貸
住
宅
家
賃
補

募
集
・イ
ベ
ン
ト

助
金
の
対
象
で
す
。

・
書
類
審
査
で
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

申
込
期
間
は
10
月
31
日（
金
）必
着
で
す
。

　
詳
細
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
一
般
社
団
法
人
お
お
く
ま
ま
ち
づ
く

り
公
社　
不
動
産
担
当

☎︎
０
２
４
０（
23
）７
１
０
１

問アプリで作ろう！「マイ避難」キャンペーン事務局
☎︎ 024（932）2232（午前９時～午後５時）

福島県防災アプリで
「マイ避難シート」を

作りませんか
　県は、水害や土砂災害から自分
や大切な人の命を守るために、自
分にあった避難行動を日頃から考
える「マイ避難」の取り組みを進め
ています。

自分や家族一人一人に合った避難計画（マイ避難
シート）が、福島県防災アプリから作れます。災害
時に迅速に避難できるよう、この機会に作りません
か。

11 月 30 日（日）までに福島県防災アプリでマイ
避難シートを作成すると、豪華賞品が 200 人に当
たります！詳しくは QR コードをご確認ください。

「
Ｏ
ｕ
ｔ 

ｏ
ｆ 

Ｋ
ｉ
ｄ
Ｚ
ａ
ｎ

ｉ
ａ 

ｉ
ｎ 

ふ
く
し

ま
相
双 

２
０
２
５
」

が
開
催
さ
れ
ま
す

　
相
双
地
域
の
魅
力
体
験
コ
ー
ナ
ー
で

ロ
ボ
ッ
ト
の
操
作
や
、
も
の
づ
く
り
体

験
な
ど
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
細
は
Ｑ
Ｒ
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

な
お
、
仕
事
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
空

き
枠
は
、
メ
イ
ン
会
場
で
当
日
申
し
込

み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お

越
し
く
だ
さ
い
！

時
10
月
25
日（
土
）、
26
日（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド　

ほ
か

対
ど
な
た
で
も（
年
齢
制
限
な
し
）

費
無
料　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
福
島
県
相
双
地
方
振
興
局
企
画
商
工

部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課

☎
０
２
４
４（
26
）１
１
４
２
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「
里
親
入
門
講
座
」

～
知
っ
て
ほ
し
い

里
親
の
こ
と
～

　
ふ
く
し
ま
里
親
相
談
セ
ン
タ
ー
は
、

浜
児
童
相
談
所
と
一
緒
に
里
親
制
度
や

子
ど
も
の
福
祉
に
関
心
の
あ
る
方
を
対

象
と
し
た
里
親
入
門
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

時
・
場

【
相
双
地
区
】

　
10
月
24
日（
金
）午
後
２
時
～
４
時
／

道
の
駅
南
相
馬
ホ
ー
ル（
南
相
馬
市
原

町
区
高
見
町
２

−

30

−

１
）

【
い
わ
き
地
区
】

　
10
月
31
日（
金
）午
前
10
時
～
正
午
／

福
島
県
浜
児
童
相
談
所（
い
わ
き
市
自

由
ヶ
丘
38

−

15
）

内
1
．
講
義「
里
親
制
度
に
つ
い
て
」

　
2
．
里
親
体
験
談

定
各
20
人

期
10
月
20
日（
月
）

申
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
電
話
・

メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず
れ
か
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

費
無
料

詳
細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

問
ふ
く
し
ま
里
親
相
談
セ
ン
タ
ー　

☎︎
０
９
０（
１
０
８
０
）９
６
６
４

FAX
０
２
４（
９
８
３
）７
７
０
８

fostering@
hoshipital.jp

お
お
く
ま
希
望
の
翼
イ
ン
テ
ン
シ
ブ

プ
ロ
グ
ラ
ム
18+
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
バ
サ
ー
ス
ト
市

で
集
中
的
な
語
学
研
修
に
参
加
希
望
す

る
18
歳
以
上
の
方
を
募
集
し
ま
す
。

時
令
和
8
年
3
月
14
日（
土
）～
3
月
30

日（
月
）

期
10
月
1
日（
水
）～
10
月
31
日（
金
）

※
10
月
31
日（
金
）消
印
有
効

■
選
考
日
程（
書
類
選
考
・
面
接
選
考

を
予
定
し
て
い
ま
す
）

　
11
月
中
旬

■
派
遣
予
定
人
数

5
人

詳
細
は
同
封
の
チ
ラ
シ
ま
た
は
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
生
涯
学
習
課　
社
会
教
育
係

☎
０
２
４
０（
23
）７
１
９
４

問原子力損害賠償紛争解決センター
☎0120‒377‒155（年末年始を除く平日午前10時〜午後5時）

令和8年３月までの 偶数月 第１土曜日　奇数月 第１水曜日

平日夜間・土曜窓口を開設します
開設日時、予約方法等は
こちらからご確認ください

文部科学省  原子力損害賠償紛争解決センター (ADR センター）からのお知らせ

通常の窓口に加え、無料で弁護士等と話せる窓口を開設します。その場で申し立ても可能です。

ADR センターでは今年も大熊町と連携して
町の健康診断会場に出張窓口を設置します。
詳しくは折り込みのチラシをご覧ください。

対 面
（福島事務所へ来所）
＊郡山駅東口徒歩５分

予約優先制

電 話

ご自宅からも利用できます

オンラインオンライン
（Zoom 会議）（Zoom 会議）

完全予約制（先着順）

■開設日時
　① 11 月５日（水）午後４時～８時
　② 12 月６日（土）午後１時～５時
■予約受付期間（土日・休日を除きます）  
　① 10 月１日（水）～ 10 月 24 日（金）
　② 11 月４日（火）～ 11 月 25 日（火）
　ご予約は電話で。☎︎０２４- ９４１- ０１６４
　（予約電話受付　平日午前 10 時～午後４時）

■利用方法
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秋
の
坂
下
ダ
ム

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
開
催
決
定
！

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
他
、
ミ

ニ
ゲ
ー
ム
や
食
事
の
振
る
舞
い
を
ご
用

意
す
る
予
定
で
す
。
内
容
や
申
し
込
み

方
法
な
ど
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。
お

楽
し
み
に
！

時
11
月
22
日（
土
）

　
午
前
9
時
30
分
受
け
付
け
、
10
時
開
始

問
お
お
く
ま
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
実

行
委
員
会
事
務
局

☎︎
０
９
０（
２
９
５
２
）５
９
３
９

大
熊
町
関
東
大
交
流
会

２
０
２
５
開
催
決
定
！

お
楽
し
み
交
流
会
の
ほ
か
、
町
の
復

興
状
況
に
つ
い
て
の
説
明
会
な
ど
を
企

画
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
関
東
圏
に
避
難
さ
れ
て

い
る
大
熊
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
会
い
で

き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
♪

時
12
月
7
日（
日
）

内
屋
形
船
で
交
流
会

場
東
京
都
内

定
最
少
催
行
人
数
25
人

申
必
要
。
詳
細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。

問
お
お
く
ま
ま
ち
づ
く
り
公
社

☎︎
０
９
０（
２
９
５
２
）５
９
３
９

大
熊
町
ふ
る
さ
と

ま
つ
り
開
催
決
定
！

時
11
月
1
日（
土
）

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
大
野
駅
西
交
流
エ
リ
ア（
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｖ

Ａ
お
お
く
ま
・
ク
マ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
テ
ラ
ス
）

内
お
笑
い
ラ
イ
ブ
、
歌
謡
シ
ョ
ー
、
お

子
さ
ま
も
遊
べ
る
遊
具
や
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
シ
ョ
ー
や
多
数
の
出
店
も
あ
り
ま
す

の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　
町
民
参
加
イ
ベ
ン
ト
計
画
中
！
申
し

込
み
方
法
は
別
途
ご
案
内
し
ま
す
。

問
大
熊
町
観
光
協
会
事
務
局（
お
お
く

ま
ま
ち
づ
く
り
公
社
内
）

☎
０
２
４
０（
23
）７
１
０
１

福
島
広
域
雇
用
促
進
支
援
協
議

会
か
ら

◉
行
く
し
か
な
い
!! 

働
き
た
い
ネ
ッ
ト
の
就
職

面
接
会

【
参
加
無
料・履
歴
書
不
要・服
装
自
由
】

短
時
間
で
た
く
さ
ん
の
企
業
の
情
報

収
集
が
で
き
る
♪
就
活
が
一
歩
前
進
！

時
10
月
24
日（
金
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時　

場
大
熊
町
商
工
会
館（
下
野
上
大
野
80
）

■
参
加
企
業

相
双
地
域
等
の
企
業
14
社

企
業
の
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

申
電
話
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
予
約
ま

た
は
当
日
参
加
。
予
約
が
オ
ス
ス
メ
で

す
。

※
本
面
接
会
は「
求
職
活
動
実
績
」に
な

り
ま
す
。
雇
用
保
険
受
給
者
の
方
に
は

参
加
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

◉
働
き
た
い
ネ
ッ
ト
の
就
職

応
援
マ
ル
シ
ェ【
出
張
求
職

者
カ
フ
ェ
】

【
参
加
無
料
・
予
約
不
要
】

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
富
岡
に
求
職
者
カ
フ

ェ
が
や
っ
て
き
ま
す
！

時
10
月
22
日（
水
）午
前
9
時
～
正
午

場
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
富
岡　
2
階
会
議
室

■
支
援
メ
ニ
ュ
ー

◎
証
明
写
真
撮
影（
撮
影
希
望
の
方
は

ス
ー
ツ
等
の
着
用
が
オ
ス
ス
メ
！
貸
出

用
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
有
）◎
応
募
書
類
作
成

◎
面
接
対
策
◎
適
職
診
断　
等

問
福
島
広
域
雇
用
促
進
支
援
協
議
会 

福
島
統
括
窓
口

☎
０
２
４（
５
２
４
）２
１
２
１

環
境
省 

福
島
地
方
環
境
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

中
間
貯
蔵
施
設
見
学

会
を
開
催
し
ま
す

時
10
月
17
日（
金
）、
18
日（
土
）

申
中
間
貯
蔵
事
業
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
０（
25
）８
３
７
７

問
福
島
地
方
環
境
事
務
所　
中
間
貯
蔵

部
中
間
貯
蔵
総
括
課

☎
０
２
４（
５
６
３
）１
２
９
３

大
熊
町
山
田
会

内
寄
せ
植
え

時
11
月
16
日（
日
）午
前
10
時

定
30
人

費
５
０
０
円

場
渡
辺
宅

問
石
田
和
枝

☎︎
０
９
０（
７
３
２
６
）７
４
４
４
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大
熊
町
い
わ
き
会

内
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー

時
10
月
28
日（
火
）

場
大
内
宿
と
会
津
方
面

植
田
駅（
午
前
7
時
）

泉
公
民
館（
7
時
20
分
）

報
徳
バ
ス
駐
車
場（
7
時
40
分
）

費
３
０
０
０
円

申
必
要

定
30
人

問
宮
本
明

☎︎
０
９
０（
５
１
８
８
）８
１
６
３

問
坂
本
一
郎

☎︎
０
９
０（
８
９
２
９
）９
０
１
６

お
お
く
ま
中
通
り
会

内
竹
ち
く
わ
作
り
体
験
と
小
名
浜
の
ん

び
り
日
帰
り
旅
行

時
10
月
9
日（
木
）�午
前
８
時
30
分

※
中
通
り
連
絡
事
務
所
集
合　

場
ア
ク
ア
マ
リ
ン
ふ
く
し
ま
～
い
わ

き
・
ら
・
ら
・
ミ
ュ
ウ
～
い
わ
き
か
ま

ぼ
こ
工
房

費
２
０
０
０
円

定
25
人

※
生
も
の
が
食
べ
ら
れ
な
い
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
斎
藤
重
征

☎
０
９
０（
８
４
２
３
）６
５
１
５

問
鈴
木
久
友

☎
０
９
０（
３
３
６
８
）８
９
１
９

お
お
が
わ
ら
会

内「
防
災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」に
参
加
し

て
防
災
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
！

環
境
対
策
課
を
講
師
に
招
き
地
域
の

防
災
に
つ
い
て
町
民
同
士
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
通
し
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

当
日
は
自
分
で
作
成
す
る
防
災
マ
ッ
プ

や
防
災
袋
な
ど
の
展
示
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

時
10
月
25
日（
土
）

　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

　
（
午
前
9
時
30
分
受
け
付
け
開
始
）

場
ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
る
大
熊

費
高
校
生
以
上
５
０
０
円

　
小
中
学
生　
３
０
０
円

　
未
就
学
児
童　
無
料

定
30
人

問
山
本
千
代
子

☎︎
０
９
０（
７
０
７
２
）６
６
１
１

※
平
日
の
午
前
9
時
～
午
後
5
時

消防署から� 問富岡消防署　予防係　☎ 0240（22）2119

豪雨災害に備えましょう!!豪雨災害に備えましょう!!
今の季節は、台風や前線の影響で、洪水、暴風、高潮などによる自然災害のリスクが増加

します。災害への備えをもう一度確認し、早めの対策を心掛けましょう。
　　台風の接近や線状降水帯・ゲリラ豪雨の発生予報など風水害の危険が迫る

気象情報で注意報・警報・特別警報や、土砂災害警戒情報が出ている？

高齢者等避難や避難指示
が発表されている？

気象情報や周辺の変化に注意し、避難に関する情報
が出たら直ちに避難できるよう準備しましょう。

はい いいえ

すでに浸水している？
または夜間で見通しが悪
い？

指定緊急避難場所など安全な場所に避難しましょう。
はい いいえ

自宅や近隣の建物の２階以上の安全な場所へ避難し、
救助を待ちましょう。※こうなる前に避難！

はい

避難が必要かどうかは、その場所によって異なります。市町村が発表しているハザードマ
ップを確認して、皆さんのご自宅や職場、通勤通学ルートなど身近な場所が、風水害の危険
性があるかどうかを把握し、避難経路や避難場所を確認しておきましょう。

風水
害対
応

フロ
ー

チャ
ート
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ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

時
10
月
15
日（
水
）

　
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

場
ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
る
大
熊

定
15
人

申
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

問
福
祉
課　
介
護
保
険
係

☎
０
２
４
０（
23
）７
２
２
６

家
ト
レ
教
室

内
筋
ト
レ
、
脳
ト
レ

時
10
月
7
日（
火
）、
28
日（
火
）午
前
10

時
30
分
～
正
午（
受
け
付
け
10
時
〜
）

場
中
通
り
連
絡
事
務
所

定
15
人

申
前
日
ま
で
に
電
話
で

対
大
熊
町
民
の
方

持
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
運
動
靴

問
中
通
り
連
絡
事
務
所

☎
０
２
４（
９
８
３
）０
６
８
６

健　

康

い
き
い
き
百
彩
ク
ラ
ブ

内
理
学
療
法
士
に
よ
る
腰
痛
に
つ
い
て

の
健
康
教
室

時
10
月
8
日（
水
）

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
大
熊
町
保
健
セ
ン
タ
ー

定
15
人

申
10
月
7
日（
火
）ま
で
に
電
話
で

対
大
熊
町
民
の
方

持
動
き
や
す
い
服
装
、
飲
み
物

問
健
康
保
険
課　
保
健
衛
生
係

☎︎
０
２
４
０（
23
）７
４
１
９

保
健
セ
ン
タ
ー

開
放
日

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
の
方
ま
で
、

幅
広
い
世
代
が
集
う
場
と
し
て
、ま
た
、

お
散
歩
の
途
中
の
寄
り
道
や
熱
中
症
予

防
の
た
め
に
涼
み
所
と
し
て
も
お
気
軽

に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

お
茶
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
お
も
ち
ゃ

や
絵
本
、
健
康
に
関
す
る
情
報
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
健
康
相
談
・
介
護
や
認

知
症
・
栄
養
相
談
も
で
き
ま
す
。

※
保
健
セ
ン
タ
ー
前
で
生
活
循
環
バ
ス

も
停
車
し
ま
す
。

時
10
月
29
日（
水
）、
11
月
27
日（
木
）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
ま
で

場
大
熊
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
下
野
上
字
金
谷
平
５
６
５
）

内
◎
移
動
図
書
／
午
前
10
時
～
正
午

　
◎�

い
ち
ご
カ
フ
ェ
／
午
後
1
時
30
分

～
３
時
30
分

問
健
康
保
険
課　
保
健
衛
生
係

☎︎
０
２
４
０（
23
）７
４
１
９

子
育
て
ひ
ろ
ば

�

①�

内
リ
ト
ミ
ッ
ク
、
身
長
体
重
測
定
、

個
別
相
談

　

�

時
10
月
28
日（
火
）

　
申
電
話
で
１
週
間
前
ま
で
に

②�

内
自
由
遊
び
、
身
長
体
重
測
定
、
個

別
相
談

　
�

時
11
月
25
日（
火
）

　
申
電
話
で
3
日
前
ま
で
に

〈
共
通
〉

時
午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

場
大
熊
町
役
場　
い
わ
き
出
張
所

定
親
子
5
組

子
育
て

対
未
就
学
児
と
保
護
者（
祖
父
母
も
可
）

持
飲
み
物
、
お
む
つ
、
バ
ス
タ
オ
ル　

※
体
重
測
定
希
望
の
方
・
お
む
つ
交
換

の
際
は
、
ご
自
身
で
バ
ス
タ
オ
ル
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

問
健
康
保
険
課　
保
健
衛
生
係

☎
０
２
４
０（
23
）７
４
１
９

問おおくままちづくり公社　☎︎ 0240（23）7101（平日午前９時〜午後５時）

●不動産利活用登録募集　● okuma store（EC サイト）
●復興支援員募集中！

　詳細は右 QR コードよりご確認いただきご応募くだ
さい。

不動産利活用、地域コミュニティをサポート！
特産品「帰忘郷」販売中！
おおくままちづくり公社の最新情報はこちら▶
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何かと疑問の多い放射性物質について、長崎大学の専門家の皆さんが解説します。

折田　真紀子
（保健師）

松永　妃都美
（保健師）

柏崎　佑哉
（公認心理師）

長崎大学は、放射線被ばくと健康についてのご相談をいつでもお待ちしております。大熊町役
場健康保険課（☎︎ 0240-23-7419）を通じてお気軽にお問い合わせください。

私たち長崎大学は、大熊町での復興支援活動の一環として毎月「放射線と健康」をテーマとした
連載を掲載しています。

先月のコラムでは、食品の放射性物質汚染に対する不安を持っている方の割合は大熊町民の約
３分の１にあたる 37.5% にのぼり、移住者を含めて町内に住んでいる方および若い世代ほど不
安に思う方は少ないという私たちの調査結果についてお伝えしました。これは福島第一原発事故
由来の放射性セシウムによる被ばくの不安を示していますが、この不安を払拭するためには、私
たちが普段からどの程度の放射線被ばくを受けているかを理解することが重要です。

日本人は世界的に見ても魚介類を多く摂取する文化であることから、他の国と比較して食べ物
からの被ばく量が多いとされており、１年間で約１ミリシーベルトを自然に被ばくしています。
そして、事故後の放射性セシウムによる追加被ばく線量限度の 100 分の 1 程度であることが示
されました（グラフを参照）。

福島県は、平成 24 年から令和４年までの 10 年間にわたり、
一般家庭の日常食に含まれる放射性物質の量を調査しました。
この対象には大熊町も含まれています。その結果、直近の５年
間の食事による放射性セシウムの摂取量は最大でも１日あたり
3.3 ベクレル、被ばく線量を計算すると、0.016 ミリシーベル
ト／年となり、追加被ばく線量限度の 100 分の１程度である
ことが示されました。１kg あたり 100 ベクレルを超える食品
は流通しないこと、10 年間の調査を通じて、普段の食事に放
射性セシウムはほとんど含まれておらず、その被ばくの量も非
常に限定的であることが明らかになっています。

教えて
　おおちゃん

放射性物質

0.003

0.016

0.0030.002

0.008

0
0.002
0.004
0.006
0.008
0.01
0.012
0.014
0.016
0.018

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

令和4年度令和3年度令和2年度令和元年度平成30年度

日常の食事での放射性セシウムの摂取量と内部被ばく線量

放射性セシウム摂取量 内部被ばく線量

単位：ベクレル
（人・日）

単位：ミリシー
ベルト／年

図引用：
環境省，放射線による健康影響に関す
る統一的な基礎資料（令和 6 年度版）

※参考：福島県，ふくしま復興情報ポータルサイト「日常食の放射線モニタリング結果」



次のサービスを受けるためには、申請が必要となります。

歩行が困難な方々が駐車スペースを確保しや
すくすることを目的とした制度です。利用者
はおもいやり駐車場交付証を受け、「おもい
やり駐車場（病院、公共施設等に設置されて
いる車いすマークの駐車スペース）」に駐車す
ることができます。福島県独自の事業ですが、
同様の制度を実施している府と県で利用でき
る場合があります。
（現在、42府県で利用が可能）

おもいやり駐車場利用券
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おおちゃん

教えて　　　すこやかライフ

介護のギ
4

モ
4

ン
4

 
4

－『要支援』と『要介護』－

暮らしの安心を支える福祉サービス（福島県内）

　
通いの場のご紹介
大熊町の「通いの場」は

こちらから▶

　
人生会議とは…自分がこれからどう
生きたいか、希望を話し合うこと、
年齢に関係なく、自分の気持ちを伝
える機会です。

＜要支援は本格的な介護は必要ないものの、介護予防を積極的にすべき状態のこと＞
「要介護認定」で「要支援」の認定を受けた人は「介護予防サービス」を利用できます。
適切にサービスを利用することで要介護になることを予防し、心身状態の維持もしくは改善が見
込まれます。

＜「要介護」は、介護が必要な状態のこと＞
介護がどれくらい必要かを判定したものを「要介護度」といいます。要介護度
は「自立」と「要介護１から要介護５」までの５段階があります。
この要介護度を判断するためにおこなわれるのが「要介護認定」です。「要介
護認定」は、国が定めた一定の方法と基準に基づいて、各市区町村が実施します。
要介護の認定を受けた人は、要介護度に応じた介護サービスを利用できるよう
になります。「自立」が最も軽く、「要介護５」が最も重い段階です。この判定に
よって介護保険料の利用限度額や、利用できる介護保険サービスが決まります。
なお、「自立」は介護サービスが必要ない状態で、介護保険が適用されません。

介　護　度
自　立
要支援１
要支援２
要介護１
要介護２
要介護３
要介護４
要介護５
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～大熊町内で乳幼児健診が再開しました！～

大熊町こども家庭センターおおくまっこは、妊娠期から子育て期まで切れ目のない支援
のため母子健康手帳の交付時に、保健師等の専門職が妊婦さんの体調や心配事のお話を
うかがいます。
母子健康手帳交付希望の方は日程調整をしますので本庁舎・各出張所にご連絡ください。

母子健康手帳交付希望の皆さまへご妊娠おめでとうございます

⦿子育て/健康　大熊町役場健康保険課　保健衛生係　☎０２４０-２３-７４１９
⦿介護 / 包括　大熊町役場福祉課　介護保険係　　　☎０２４０-２３-７２２６

　

子育て支援アプリ
「すくすく♡おおくまっこｂｙ母子モ」

7 月 8日に 1回目の乳幼児健診が大熊町保健センターで実施されました。
乳幼児健診は、お子さんが順調に育っているかを確認し、健やかな成長を支援するものです。病
気などの早期発見や予防、お子さんの成長・発達、栄養状態、予防接種の時期や種類などの確認を
行うなど、育児に関する不安や悩みに対して相談もいただける大切な機会です。

①受付
母子手帳、問診票を
ご準備ください。

②問診
お子さんの成長を
確認します。

③身体測定
身長伸びたかな？
体重増えたかな？

④診察
優しい小児科の先生が
丁寧に診察します。

⑤歯科検診
１歳６か月児健診から
はお口の健康を確認し
ます。

⑥歯科・栄養・心理相談
専門職が各月齢に応じた
相談に対応します。お気
軽にご相談ください。

集団健診は、他の保護者
の方やお子さんとも会え
るため、情報を交換した
り、コミュニティの輪を
広げる機会にもなります。

絵本の読み聞かせ
健診の結果を保健師か
ら受けた後は、お好き
な絵本を見てのんびり
楽しんでください。

日　程
7月8日
（火）
実施済

10月7日
（火）

令和8年
1月20日
（火）

対象者
（目安）

双葉郡内にお住いの4か月
児、10か月児、1歳6か月児、
2歳6か月児、3歳6か月児

場　所 大熊町保健センター
（下野上字金谷平565）

 いたく
ないよ～



町学芸員が、町の歴史や文化にまつわることを紹介します。
問生涯学習課　社会教育係　☎ 0240（23）7194 おおくま

再発見

2626
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各 種 問 い 合 わ せ 先

ゼロカーボン
町ゼロカーボン補助金制度事務局
☎０１２０-９７８- ８２０
医療・福祉
町診療所
☎２３-７１７０
ふたば医療センター付属病院 
☎２３-５０９０
町社会福祉協議会
☎２３-５１７１
教育
認定こども園 学び舎ゆめの森
☎２３- ４４６２
義務教育学校 学び舎ゆめの森 
☎２３-５３４１

移住・定住・帰還支援
町移住定住支援センター
☎２３-７１０３
おおくままちづくり公社
☎２３-７１０１
商工・観光・交流
町観光協会 
☎２３-７１０１
町インキュベーションセンター
☎２３-７７２１
町商工会
☎２３-７３８０
交流施設 linkる大熊
☎２３-７６７６
宿泊温浴施設ほっと大熊 
☎２３-５７６７

郵便
大熊郵便局
☎３２-２２２２
警察・消防
双葉警察署
☎２２-２１２１（緊急通報 110）
富岡消防署
☎２２-２１１９（緊急通報 119）
災害情報専用テレホンサービス
☎２６- ０３６６
電気
東北電力コールセンター 
☎０１２０- ０６６-７７４
ガス
福島県 LP ガス協会 相双支部
☎０２４４-２２-１１４１

上水道
双葉地方水道企業団
☎２５-５３２３

（下水道は町役場復興事業課）
電話
NTT 東日本相談申し込みダイヤル
☎１１６
ごみ
双葉地方広域市町村圏組合 
南部衛生センター
☎２５- ４６０９
除染・中間貯蔵施設
除染と中間貯蔵施設に関す
る問い合わせ窓口
☎０１２０-０２７-５８２
一時立ち入りコールセンター
☎︎０１２０-２２０-７８８

（記載のない市外局番は０２４０です）

秋になると熊川下流には産卵のために熊川を遡
そじょう

上してくる鮭の姿が見られるようになります。

大熊町でも毎年10月下旬には熊川地区にあった熊川漁業協同組合で熊川鮭まつりが開催され、

やな場では地引網漁による鮭の収穫や、鮭汁の無料配布、鮭のつかみ取りなどが行われ、にぎわ

いを見せていました。

熊川はかつて「鮭川」と呼ばれていた？

鮭川諸用簿

このように熊川と鮭は深い関わりがあることは多くの人がご存じ

だと思いますが、地域の人から「鮭川」と呼称されていたことはご存

じでしょうか。

明治 18 年に作成された『鮭川諸用簿』という史料が町に残されて

います。この史料は川元と呼ばれる川の漁業責任者によって作成さ

れ、「鮭川」における鮭の漁獲本数や鮭を捕獲した人名まで細かく記

録されています。この人名をみると多くの人名が熊村、もしくは熊

川村の人であると確認できます。一方で、他地区の人名も見られま

すが、その際には人名に「小入野村」「夫沢村」「野上村」「富岡」な

どの注釈が付与されています。このような点から、この鮭川は熊村、

熊川村の人が主として鮭を取る川として、熊川を「鮭川」と呼んでい

たと考えられます。なお、この史料によるとこの年の年間の漁獲高

は 3,677 本であったとされ、ふ化養殖がなされていない時期である

ことを考慮すると、当時の熊川には多くの鮭が遡
そじょう

上していたことが

うかがえます。

なお、熊川を「鮭川」と呼称する事例は江戸時代の古文書にも度々

見られます。このように熊川は古くから鮭が豊富な漁場であったこ

とが史料からも知ることができます。
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三
瓶
）

人のうごき� 令和７年８月末現在

住民基本台帳
　人　口　９, ８７８人　
世帯数　４, １７７世帯

町内居住者数
人　口　１, ５０２人

（うち帰還者３１９人）

居住地ごとの状況は町ホームペー
ジをご覧ください。

町内の空間線量
（令和７年９月 15日午前９時現在）

町内で空間線量を測定しているモニタリングポスト
の数値をお知らせします。
表は避難指示が解除された区域に設置している機器
を抜粋して掲載しています。
町全体のデータは、町環境測定サイネージ、町ホー
ムページからご確認ください。

測定地点名 空間放射線量
（μ Sv/h）

中屋敷集会施設 0.10
大熊町役場 0.08
福島給食センター 0.14
やすらぎ霊園 0.07
野上二区地区集会所 0.51 ※

インキュベーションセンター
（旧大野小学校） 0.13

大熊町保健センター 0.29
大野駅 0.13
大熊町文化センター 0.31
旭台公園 0.30
学び舎ゆめの森 0.12
大和久区地区集会所 0.35 ※

町区集落センター 0.48

参　
考

いわき市役所 0.06
郡山市役所 0.07
会津若松市役所

（追手町第二庁舎） 0.04

※機器調整中のため直近の計測データを記載してい
ます（令和７年６月 10日午後３時時点）

こんにちは赤ちゃん
こどもの名 親の名 住　所
山　本　珀

は く と
琥 龍　矢・瑠　佳 清　水

ご結婚おめでとう
花むこ 住　所 花よめ 住　所

原 口　 拓 也 大 野 岩 田　 萌 神奈川県
川 崎 市

おくやみ申し上げます
死亡者名 年齢 住　所

市　川　幸　広 ５８ 歳 大 野

田名網　忠　雄 ９２ 歳 原

澤　内　文　雄 ７９ 歳 旭 台

常　恒　市五郎 ９８ 歳 西大和久

多　田　正　友 ８１ 歳 東 台

佐　藤　敬　信 ９２ 歳 諏 訪

令和７年８月届出

広報はホームページでも
ご覧いただけます。

問大熊町役場　総務課　秘書広聴係

Facebook大熊町HP Instagram

　広報おおくまは町ホームページでも公開しています。
パソコンやスマートフォンからも町の情報をご覧いただ
けますのでぜひご活用ください。



ペット・プラ

ペット・プラ

ペット・プラ

ペット・プラ

ペット・プラ

可燃・紙

可燃・紙

可燃・紙

可燃・紙

可燃・紙

可燃・紙

可燃・紙

可燃・紙

可燃・紙

ビン

不燃・カン

日 月 火 水 木 金 土
  1  2  3 4

◎�おおくま希望
の翼インテン
シブプログラ
ム18+募集開
始⑮

5 6 7 8 9 10 11
♣�家トレ教室⑱

★
♣�乳幼児健診㉑

♣�いきいき百彩
クラブ⑱★

■�おおくま中通
り会⑰★

◎�戦 没 者 追 悼
式・慰霊祭⑬

12 13 スポーツの日 14 15 16 17 18
♣�ノルディック

ウォーキング
⑱★

19 20 21 22 23 24 25
◎�里親入門講座

⑮★
◎�Out of 

KidZania in
ふくしま相双

（～26日）⑭
■�おおがわら会

⑰★

26 27 28 29 30 31
■�大熊町いわき

会⑰★
●�●�子育てひろば

⑱★
♣�家トレ教室⑱

★

♣�保健センター
開放日⑱

◎�子育て世帯向
け賃貸住宅募
集締切⑭

◎�里親入門講座
⑮★

今月の紙面情報をまとめました。
丸数字（①など）は、
詳しい内容を掲載したページ番号です。

おおくまカレンダー10月

神無月
October 

2025

駅西交流エリア 大川原交流ゾーン OIC まちづくり公社 社会福祉協議会

町内のゴミ回収日

▲分別方法は
コチラから可燃・紙 不燃・カン ビン ペット・プラ
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南部衛生センターごみ受入日 午前8:30〜11:30

【実施団体】
♪主なイベント　◎その他　■各コミュニティ団体
♣保健センター　●●出張所・連絡事務所　
●おおくまコミュニティづくり実行委員会　

（★マークがついているイベントなどは予約が必要です）


